
 

                          

                       

 

 

佐藤新一さんが秋の叙勲で瑞宝単光章を受章 

本年度の秋の叙勲において、町内にお住まいの佐藤新一さんは

国鉄における永年の功績により、瑞宝単光章が授与されるととも

に、皇居で天皇陛下よりお言葉を賜りました。 
佐藤さんは昭和 15年から昭和 44年まで国鉄職員として電気関

係の業務に精勤され、信越線や羽越線・白新線の電化等に多大な

功績があった他、昭和 39 年の新潟地震や昭和 48 年の羽越線列車

脱線転覆事故（酒田市）の際にも早期運転再開にご尽力されました。また国

鉄の電気保守体系の近代化においても貢献をされました。国鉄退職後も関連

会社で上越新幹線の電気工事の施工等において指導的役割を果たされました。 

中越沖大地震の際の柏崎における地域コミュニティの対応について 

10 月 27 日、柏崎市において「地震災害先進地自治会（柏崎）との意見交換

会」が開催され、地元町内会長の関矢氏から震災時の地域としての対応につ

いて具体的なお話しがありました。秋葉 1 丁目町内会では吉田総務部長が出

席しました。以下はその概要です。 

① 中越沖地震直後の高齢者の避難誘導等については、町内会役員だけで

は対応は不可能であり、それぞれの隣近所がお互いに助け合って行っ

た。町内会は被害の全体状況把握と行政との連絡調整等を行った。 

② 地震後３日目に町内会は緊急アンケートを行い、各戸の被害状況や手

伝いの必要性等を把握した。これに基づき、ボランティアや保健師の

配置を計画し、町内会役員がボランティアや保健師をそれらの支援を

必要とする家に案内した。これにより支援が円滑に行われた。 

③ 家族が避難して不在となった家の安全（盗難被害防止等）のために青

年会が町内巡視を行った。 

④ 柏崎において地震後の地元対応がうまくいった背景には、常日頃住民

が地域の行事に積極的に参加する等により住民と地域との強い結びつ

きが形成されていたことがある。 

秋葉においては住民の皆様の盆踊りや運動会等の地域活動への参加は、残

念ながら期待されるほどには多くありません。災害時に必要なのは隣近所の

助け合いや地域にお住まいの皆様方の連携です。秋葉にお住まいの皆様方が
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地域活動に積極的に参加する等により一層の意識の向上が図られることを期

待いたしたいと思います。 

新津老人福祉センター「秋葉荘」の廃止と跡地利用について 

時は少々さかのぼりますが、このことについて 7月 6日に秋葉荘利用団体、

地元(秋葉３町内)と区役所（区長と担当者）による話し合いが行われました。 

区役所側からは洪水時には秋葉 1 丁目の一部、中沢町、本町４丁目は浸水

の被害が懸念され、秋葉荘跡地を遊水池としてこれを防止したい。また遊水

機能と共に災害時の避難場所や公園、ゲートボール場等の機能を持った多目

的広場として整備し、除草等の管理は地元が行う旨の説明がありました。 

これに対して地元を代表して後藤町内会長等が次の意見を述べました。 

① 洪水被害の防止ということであれば絶対反対とはいいにくいが、事前に地

元とも相談すべきであった。決まった後で地元説明するのは順序が逆。 

② 多目的広場の管理については地元（秋葉３町内）に押しつけられては困る。

公共的機能を持つものであれば区が責任を持って管理すべきである。 

この他にも会場からは遊水池をつくるよりも、豪雨の際には余水を新津川

に直接放流した方が効果的である等の意見も出されました。 

これらに対して秋葉区側からは「今後の進め方については地元と相談しな

がら行う」との回答を得ましたが、多目的広場の管理は地元が行うとの考え

は変えないようです。秋葉３町内としては今後も秋葉区役所側の対応を注視

するとともに、必要に応じて区に意見を述べていきたいと思います。 

おわびと訂正（前号、ゴミ、資源の出し方についての記事） 

前号（第 66 号）の「皆様にお願い～ゴミ・資源は正しく出しましょう」の

記事の中に次のような間違いがありました。おわびして訂正いたします。 

正 
 

② プラスチック製のバケツ、洗面器、おもちゃ等は「燃やすゴミ」として指定

袋で出してください。「プラゴミ」としてはだせません。 

③ 「プラゴミ」とそれ以外のゴミ（燃やすゴミ、燃やさないゴミ）等が混ざっ

たままではだせません。きちんと分別してからだしてください。 

誤 
 

② プラスチック製のバケツ、洗面器、おもちゃ等は「燃やさないゴミ」として

指定袋で出してください。「プラゴミ」としてはだせません。 
③ 「プラゴミ」と「燃やさないゴミ」等が混ざったままではだせません。きち

んと分別してからだしてください。 
「プラゴミ（プラスチック製包装・容器）」として出せるのは購入

した商品の包装・容器だけです。ご注意願います。 

なお、これ以外のルール違反も散見されます。きちんと区分する

とともに、今日は何を出す日かを十分に確認して出してください。 


